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F－23　家m経営゜変動゛関ず生活史的研3S C|）-福島県郡山市湖南町調査を例と

　　　　しズー衣生活（^タ　誕生　を中心と　した衣類の贈答

　　　　郡山女大家政　　Ｏ門馬寿子　小野木チサノ　　外６名

　目的　　家庭経営の変m を衣生活にis いてとらえる一部門として、誕生祝いを中心と

した行事により、地域社会との関係における儀礼の変遷をみる。

　方法　　Ｓ　4 7　年　１　２　月～Ｓ　４　８年　1一月　に行ったアッケート調査の結果と、福島県郡

山市湖南町≪良、三代地区、0 家。月形地区、Ｆ家の明治、大正、昭和にJ3ける家族

の産立祝受納帳を中心と　した資料と、残存衣類をも合せて調査した。さらに面接聴取

りの結果を用いて解明を試みた。

　結果　（1)概要として、祝いに関する行事、贈答品目等について、各年代において地

区別には’大差はなかうたが、年代による変遷はみられた。

　（2)事例による記録からはその規模、頻度、多寡等において若干の階層性がみられた,

　(3)さらに衣に関する贈答の多い順位は、嫁の実家を第ｌに、　近親者がこれにつぎ、

その他近隣、遠縁、友人等の順に少ないようである。などの点でこの地区の生活史の

一断面をみるこ　と　ができた。

F-24　家庭経営の変動に関す

　　　衣生活(3)　被服管理

　　　聖和短大　　ｏ石川妙子
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生活史的研究〔Ⅷ〕

実態

雁部愛　　福島大教育　高橋キョ子　外５名

報は衣生活－（a)と同様の目的を、衣生活管理の形態の変化の面から究明し

, 湘南町地域における被服管理の形態が各年代及び時代において　どう変化

の実態を調査　したも　のである。

料は昭和*7年8 月のm 取り調査及び4?年12月～18年1 月のアソケー　ト調査

盤として、13年４月に補足聴取り祠査をしたものである。　その結果を対象

年代別・時代別に被服管理のうち調達と整理の面から考察した。

現在70～80才代の人が嫁の時代即ち大正初期には一家の衣類はほとんど自

材料は一部を生産し一部を購入した。　女性達は農閑期には夏は冬着と寝具

は作業着の嗣整と機織りなどに励んだ。( eo才代の人達についても即ち大

大きい変化は見　られない。　　2) 60才代の主婦が嫁の時代即ち昭和10年頃か

ては材料の生産は漸次なくなり　、下着類から既製品を使用することが多く

かし作葉着その他の自家縫製は続きその修理には　ミ　シ　ｙを使用する等の変

た

絹

こ　う

現、
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3) 40才代の人の嫁の時代は衣料品の逼迫時代であり。自家用の糸と

生産や機織りが復活したり衣類の再生更生に多くの労力が費やされ

た管

　リ-

理の形態は昭和25年以後急角度に変化し、洗濯機の導入、新繊維

エッグ依頼の増大等による衣生活の変容が管理にも大きな変化を


